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 令和６年度 学校自己評価システムシート （県立大宮商業高等学校 全日制課程） 
 

目 指 す 学 校 像 地域とともに未来を切り拓く、心豊かでたくましい生徒を育成する       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業改善により、生徒の主体性を育み、学習習慣の確立と学力を定着させる。 

２ キャリア教育の充実により、生徒の進路意識を高め、進路実現を支援する。 

３ 地域・保護者・外部団体との連携強化と教育活動の効果的な情報発信により、愛され信頼さ

れる学校をつくる。 

４ コミュニケーション能力の育成により、チャレンジ精神に溢れたたくましい人財をつくる。  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ４名 

    生徒       ６名 

    事務局(教職員) １２名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月  1 日  現 在 ）  実施日 令和７年 ２月２８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

<現状＞ 

〇各教科で、その特性に応じたＩ

ＣＴ機器が活用されている。 

<課題＞ 

〇生徒が主体的に工夫し、学習習

慣を身に着ける必要があり、ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾀやﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末、学習ソフト

等の一層の活用を推進する必要が

ある。 

〇生徒が主体的に学習

活動を習慣づけし、学

力の向上につなげる。 

①朝の自習時間やｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｿﾌﾄを利用し、学習習慣をつ

くる。 

②ＩＣＴ機器の利用やｱﾌﾟﾘｹ

ｰｼｮﾝｿﾌﾄ活用し、アクティブ

ラーニングなどのより主体

性を育むような教育活動を

進める。 

①ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄ利用頻度は

増加したか。 

 

②-1 授業改善につながる

工夫ができたか。 

 -2 ICT 機器を活用し探

求活動や主体性を育むアク

ティブラーニングなどを実

践できたか。 

 

① ２学年では、アプリを利用し

た朝学習を実施した。 

② アプリを利用した小問題演習

などを用い学習教材として活

用できた。 

ＩＣＴ活用のヒントにつなが

る利用活用の研修会を実施し

た。 

ペアワークやジグソー法な

ど、工夫したアクティブラー

ニングの実践があった。 

B  

アプリを各学年の進路指導

進行や進路別に利用すると

いった研究が課題となる。

学校全体で取り組めるよう

情報の共有を図りたい。 

先生方が取り組むアクティ

ブラーニング事例の紹介機

会を作りたい。 

 

・授業改善につながるアプリケーションを利用し小問

題演習などに活用しアクティブラーニングなどの実践

が見られた。 

・多くの検定試験があると思いますが、生徒も努力さ

れ学校側も指導援助が大変だったと思います。その検

定結果など知らせていただけたらと思います。 

２ 

<現状＞ 

〇Ｒ５年度、就職希望者の 1 回目

の合格率が過去最高であった。Ｒ

５年度卒の就職者は約６０％であ

った。 

＜課題＞ 

〇蓄積されたﾉｳﾊｳを活かした進路

実現の継続をできるようにする。 

〇生徒・保護者ともに

進路実現の満足度を高

くする。 

 

①進路実現の要所に進路の

手引を活用し進路実現への

心構えを高くさせる 

②受験報告書などのデータ

を研究させ面接や試験に臨

めるようにする。 

① 進路の手引きの合格体

験記を活用できたか。 

② 希望進路先に合格でき

たか。 

① 就職や進学の面接練習に臨む 

３年生は、進路の手引きのほか

進路資料室から先輩方の受験報

告の多くの情報を集め活用する

ことができている。 

② 就職１回目の内定率 87.5％。 

2 学期末での未決定者 就職１

名、進学３名。 

A 

就職希望の内定率の維持が

保てるよう、手引きの利用

を主軸に情報を収集すると

ともに、自ら整理する力を

つけさせたい。 

就職・進学問わず受験時に

自信を持って臨めるよう基

礎基本的な能力の育成を大

事にさせたい。 

 

・キャリア教育の充実や進路の手引きなど多くの

情報を集め活用し多くの就職者の内定率を出した

ことがうかがえる。 

・生徒の進路実現に向けて生徒本人はもとより学

校側のご尽力に感謝申し上げます。 

・本年度の進路も約 98％定まっている状況はすば

らしいと思う。また、就職については学んだスキ

ル等を活かせる業種・業職に就く傾向が見受けら

れる。 

３ 

＜現状＞ 

〇自治会、施設、公民館など地域

との連携や交流が少しずつ増えて

きた。 

<課題＞ 

〇「愛され信頼される学校づく

り」を目指し大宮商業の風景を知

ってもらえる情報発信を行う。 

〇ホームページの更新

回数とアクセス数を伸

ばし、本校への興味・

関心を引くページに改

善する。 

〇自治会や施設など地

域との関りを向上させ

る。 

 

①授業風景の画像や実験や

実技の動画を掲載する。 

②中学生や地域の方の興味

関心を引き、本校の特色が

伝わるような情報発信を行

う。 

③地域のイベントに参加す

る。 

① 行事、部活動の報告、

各教科の教育活動記事の掲

載・更新ができたか。 

② 入試の志願倍率が１倍

になったか。 

③地域イベント等への参加

を５回以上できたか。 

① 各部活動での試合や演奏会、イ

ベント参加、校内や行事の様子

を掲載できている。 

② 2/10 の志願倍率は、0.91 であっ

た。 

③ 書道部の大和田地区文化祭、神

社揮毫、華道部の作品展参加、

家政部のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､ダンス部の産

業教育ﾌｪｱでのﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ、卓球部

の公民館卓球教室、野球部の外

部野球教室の補助などに５回以

上参加出来た。 

B 

イベント参加などの様々な

依頼がある中、生徒の中間

期末の考査や各検定試験の

日程を考慮しながら、趣旨

に沿って工夫した関わり方

ができるか課題である。 

 

・自治会、公民館などの地域イベント等に参加し本校

の特色が伝わるよう情報発信をしたことがわかった。 

・自治会をはじめとする地域交流が進んでいることは

素晴らしいことと思います。今後も一層地域に根ざし

た活動・取り組みを期待いたします。 

・ボランティアでの参加となるがコミュニティセンタ

ーなどとの協働で、部活動の生徒を講師として迎え入

れた事業を検討できるので、その際は、気軽に話して

いただきたい。 

４ 

<現状＞ 

〇集団に馴染めない、コミュニケ

ーションの不得手な生徒も少なく

ない。 

<課題＞ 

〇ヤングケアラーなど様々な悩み

を持つ生徒に外部関係機関と連

携・相談できる体制を周知する。 

 

〇外部関係機関・地域

の教育力を活用し積極

的な連携を向上させ

る。 

〇様々な教育活動を通

したコミュニケーショ

ンを向上させる。 

①巡回支援員、SC、SSW など

との協力による生徒の把握

をおこなう。 

②担任や教科担当、部活動

顧問や学年、教育相談など

と連携し情報共有を行う。 

③教育相談委員会と協力し

外部機関との連携を活用す

る。 

① 巡回支援員などとの協

議を担任や学年にフィード

バックできたか。 

①② 生徒理解の研修会を

年２回実施できたか。 

③ 個々に適した教育相談

や外部機関につなげられた

か。 

① 巡回支援員の来校時には担任も

参加しﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを行っている。

年６回。 

② SC・SSW に関する研修会、ヤン

グケアラーに関する研修会を実

施した。年２回。 

③ 校内の教育相談体制の中で、SSW

の力を借り児童相談所、役所、

病院などとの連携が取れた。 

B 

巡回支援員、SC、SSW の

方との本校生徒の理解が

すすみ、よい連携が取れ

ている。継続した面談を

望む生徒も多く、担当が

代わることも考え継続時

に生徒を不安にさせない

情報共有を心がける。 

 

・多くの生徒さんの理解のために様々な連携を行い大

変な努力に感謝申し上げます。 

・懇話会で、生徒さんのそれぞれの発言がしっかりし

ていると実感した。 
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